
令和７年度

横手市がん患者医療用補正具購入費助成金のお知らせ
　がん治療に伴い医療用補正具を使用する方のがん治療と就労や社会参画の両立、購入に伴う経済的負担の軽減
を図るために購入費用の一部を助成しています。

助成対象者……○申請日時点で、横手市内に住所を有する方

　　　　　　　○過去に同種の助成等を受けていない方（他自治体含む）

助成限度額……頭髪補正具：30,000円、乳房補正具：20,000円

申 請 方 法……健康推進課または各地域市民サービス課へお問い合わせください。（問い合わせ先は裏面をご覧ください）

まめまめ情報まめまめ情報横手市ウオーキングマスコット・
てくてくん

横手市

●発行●　令和７年４月１日　横手市健康推進課

令和７年

春号

令和７年度の各種健（検）診が始まります。
ご自身の健康管理のために定期的に健（検）診を受けるようにしましょう！

令和7年度は次の方が無料となります。がんにかかりやすい年齢を無料としています。
この機会に受診し、がんの早期発見につなげましょう。

令和７年度

がん検診無料対象者のお知らせ
検 診 の 種 類 対 象 年 齢

大 腸 が ん 検 診（男女）　 50歳～54歳： S46.4.2～S51.4.1生まれ　

胃 が ん 検 診（男女）

50歳： S50.4.2～S51.4.1生まれ
52歳： S48.4.2～S49.4.1生まれ
54歳： S46.4.2～S47.4.1生まれ
56歳： S44.4.2～S45.4.1生まれ
58歳： S42.4.2～S43.4.1生まれ

肺 が ん 検 診（男女） 60歳以上： S41.4.1以前生まれ

乳 が ん 検 診（女）

41歳： S59.4.2～S60.4.1生まれ
　　(41歳は無料クーポン券が配布されます)

40歳： S60.4.2～S61.4.1生まれ
42歳： S58.4.2～S59.4.1生まれ
44歳： S56.4.2～S57.4.1生まれ

子宮頸がん検診（女）

※セットで行う婦人科超音波検診は
　有料になります

21歳： H16.4.2～H17.4.1生まれ
　　(21歳は無料クーポン券が配布されます)

22歳： H15.4.2～H16.4.1生まれ
24歳： H13.4.2～H14.4.1生まれ
26歳： H11.4.2～H12.4.1生まれ
28歳： H 9.4.2～H10.4.1生まれ
30歳～34歳： H3.4.2～H8.4.1生まれ

検診を受診するためには、受診券が必要です。受診券は 1 月に全世帯に送付した「令和 7 年度 横手市健 ( 検 ) 診調査票」に
「1. 市の健 ( 検 ) 診を希望する」と記入し、提出していただいた方に送付します。まだ調査票を提出していない方は、速やかに
提出するか、最寄りの市民サービス課（横手地域は健康推進課）へお問い合わせください。

がん患者医療用補正具
購入費助成金のご案内



６５歳以上（Ｓ36.4.1以前生まれ）の方へ

年に１回

  
（胸部エックス線検査）

を受けましょう。
　今もなお、国内最大級の感染症であり、結核患者の６６．８％が高齢者です（２０２３年現在）。
　感染症法では、高齢者における結核の発病を早期に発見するために、６５歳以上の方に結核検診を
受けることを義務付けています。横手市では、胸部検診（肺がん検診・結核検診）として、胸部エックス
線検査を実施していますので、受診をお勧めします。
　また、医療機関で胸部エックス線検査を実施する方には「胸部レントゲン検査（結核検診）実施連絡票」
を送付します。対象となる方には５月に送付しますので、かかりつけ医（担当医）を受診する際に
お持ちください。

○　お問い合わせ先　○

●市民福祉部　健康推進課（横手保健センター）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　健康づくり係　☎33－9600　栄養支援係　☎35－2185　健康の駅係　☎35－2127　　　　　　　　
●〈増田地域〉増田市民サービス課　☎45－5514　　●〈平鹿地域〉平鹿市民サービス課　☎24－1114
●〈雄物川地域〉雄物川市民サービス課　☎22－2157　　●〈大森地域〉大森市民サービス課　☎26－2115
●〈十文字地域〉十文字市民サービス課　☎42－5114　　●〈山内地域〉山内市民サービス課　☎53－2933
●〈大雄地域〉大雄市民サービス課　☎52－3905　　

月～金曜日　8:30 ～17:15（土日祝日除く）

対 象 接種日時点で横手市に住民登録がある小学校６年生から高校１年生相当の男子

実施場所 横手市内の協力医療機関（市ホームページからご確認ください）

接種料金 無料（全額公費負担）

接種回数 ４価ワクチン（ガーダシル）を計３回

接 　 種
スケジュール

１回目
２回目：１回目から２か月後
３回目：１回目から６か月後　※２回目接種から３か月以上あける

実施方法
接種を希望される方は、事前に協力医療機関へ予約をしてください。
接種する際は母子健康手帳を持参してください。
予診票は医療機関にあります。

結核は過去の病気ではありません！

必
ず

　HPVは、男女どちらも感染する可能性があるウイルスで、がん等の病気を引き起こします。男子がワクチン
接種すると咽頭がん・肛門がん・陰茎がん・尖圭コンジローマ等の発症リスクを減らすことができます。HPV
感染症は性的接触によって男女間で感染を繰り返すため、男女にワクチンを接種することで感染拡大を防ぐこと
ができ、将来のパートナーの健康と命を守ることができます。

※ 1　ヒトパピローマウイルス

男子のHPV※1 ワクチン任意予防接種費用を助成しています

結核検診

市ホームページ


